
 

 

健康食品素材と成分の活性評価に関する研究 
 

鎌田靖弘 
 

本研究は、県内健康食品業界からの要望を受け、県内企業が興味を示す素材に対し活性評価を行った。県内企業への

アンケート調査を行った結果、評価を要望する素材として「シークヮーサー」や「ウコン」など 17 種類が選択された。

機能性評価項目として「生活習慣病予防系の酵素阻害活性試験」の要望が最も多かったため、その一つである高尿酸値

予防（痛風予防）に関連するキサンチンオキシダーゼ阻害活性を選択した。また、加工・製造に関係するワード調査で

は、「衛生管理」「ISO／HACCP」「工程（リスク）管理」などの製造管理や「成分分析」などの品質管理の向上が必要

であることが分かった。選択した素材の中から長命草とエンサイを用いて、50％および 100％EtOH 抽出液中のキサン

チンオキシダーゼ阻害活性を測定した結果、いずれにも活性が認められ、長命草はクロロゲン酸以外の成分、エンサイ

はイソクロロゲン酸類、カフェ酸が活性成分の一つであると示唆された。 

 

１ 緒言 

これまで、当センターで構築した生物資源ライブラリ

と機能性データベースを活用し、関連特許取得と共に、

健康食品業界支援として「素材の機能性評価と一部の成

分分析 1-5)」及び「製造技術（顆粒・錠剤加工）の開発

6-9)」等を行ってきた。また、業界からの関心が高い春

ウコンに関する研究では、秋ウコンや紫ウコンと比較し

て多く含まれる特徴な成分が、モノテルペンである 1,8-

シネオールとセスキテルペンであるクルディオンである

ことも報告した 10-11)。 

一方で、平成 29 年度に開催した生物資源利用技術研

究会（県内健康食品製造業５社と関連団体４社で構成）

では、県内企業が現在使用している素材や成分について、

新たな機能性研究を課題化してほしいとの要望を受けた。 

そこで本研究では、県内企業が興味を示す素材や期待

する機能性、更には加工・製造関連のキーワード調査を

し、新たな機能性（活性）評価系として、高尿酸血症

（痛風）予防の指標となるキサンチンオキシダーゼ阻害

活性の評価体制を立ち上げ、一部の選択素材や含有成分

に関し活性評価を行った。 

 

２ 実験方法 

2‒1 県内で使用している素材と機能性調査 

 平成 31 年１月 29 日に工業技術センター主催で開催し

た食品技術セミナーにて、参加者アンケート調査を行っ

た。調査方法は図１のように、「その他」を設けた上で、

商品の企画、開発又は製造において興味のある【素材】

として 30 種類(その他含む）の中から、複数回答有りの

チェック方式で選択するものとした。素材名は県内企業

が分かりやすいように一部は方言名とした。同様に、

【機能】と、加工・製造に関係する【ワード】としても

チェック方式で調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アンケート調査用紙 

 

2‒2 試料の調製 

 今回アンケートで選択が多かった 17 素材の内、県内

企業が使用している素材として長命草（ボタンボウフウ、

サクナ）を、未だ製品として定着していないが、県内企

業が興味を示す沖縄伝統的素材の一つであるウンチェー

（エンサイ）の２素材を評価対象試料とした。各々の乾

燥粉末 1 g に 50％エタノール（EtOH）を 20 mL 入れた

条件と、乾燥粉末 1 g に 100％EtOH を 20 mL 入れた条

件で、１時間の振とう抽出を行い、遠心分離後（10,000 

rpm、20 分）の上清を実験に供した。抽出液中の固形分
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量（mg/mL）は、遠心エバポレーター（Savant SPD-

2010：サーモフィッシャー・サイエンティフィック

（株））にて溶媒を除去し、乾固物重量から求めた。 

 

2‒3 機能性評価法 

 2-1 の結果を基に、生活習慣病に関係する酵素阻害活

性評価として要望が多かった、高尿酸値予防（痛風予

防）に関連するキサンチンオキシダーゼ阻害活性を選択

した。 

 Nguyen, M.T.T らの方法 12)と Aladdin らの方法 13)を改

良しスケールダウンした。基質液はキサンチン（富士フ

イルム和光純薬（株）、一級試薬）1 mg を 200 mM リン

酸緩衝液（pH 7.8）30 mL に溶解させた。酵素液は牛乳

由来キサンチンオキシダーゼ（SIGMA-Aldrich 社）6 mg

（5 units）を同緩衝液で 40 倍希釈し、試験直前に同緩

衝液で更に 10 倍希釈し希釈酵素液とした。阻害活性の

ポジティブコントロールとして Aroprinol（富士フイル

ム和光純薬（株））を用いた。８連 PCR チューブに希釈

酵素液 40 μL、試料 10 μL 入れ、37℃、５分間の予備反

応をさせた後、基質液 100 μL を入れて 37℃、10 分間反

応させた。反応後ただちに 99℃、15 分間の熱失活をさ

せ、遠心分離（4,500 rpm、10 分間）後の上清 36 μL を

96 穴のマイクロプレートに移した。尿酸 C-テストワ

コー（富士フイルム和光純薬（株））の発色液 180 μL を

加え、37℃、５分間反応させた後、吸光度 555 nm で尿

酸を測定した。 

 

３ 結果 

3‒1 県内素材と機能性のアンケート調査 

 セミナー参加者の内、36 名（18 社）より回答が得ら

れた。商品企画、開発又は製造で興味のある【素材】に

ついての結果を図２に示す。回答数が最も多かった素材

はシークヮーサーで、次にノニと続いた。その他の項目

には、オオバギ、黒糖、シャリンバイ、タブノキの回答

があった。 

本結果を基に、県内企業からのヒアリング等も考慮し

て、シークヮーサー（ヒラミレモン）、ノニ（ヤエヤマ

アオキ）の他に、秋ウコン（ウコン）・春ウコン（キョ

ウオウ）・紫ウコン（ガジュツ）、パパイヤ、モリンガ、

モロヘイヤ、ヨモギ類、クミスクチン（ネコノヒゲ）、

月桃、ゴーヤー（ニガウリ）、長命草（ボタンボウフウ）、

グァバ、ウンチェー（エンサイ）、シマグワ、トゲドコ

ロの 17 素材を選択し、本研究では、県内企業が健康食

品原料として使用している長命草と、県内企業が興味を

示す沖縄伝統的素材の一つであるウンチェーの２素材を

選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 県内素材に関するアンケート調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 機能性評価に関するアンケート調査結果 

 【機能】についてのアンケート結果を図３に示す。回

答数が最も多かった機能性評価は、「生活習慣病予防系

の酵素阻害活性試験」であり、次に「メタボロミクスの

成分分析」と「線虫を用いた抗老化試験」が同列で、

「核内受容体レポーターアッセイ全般」と続いた。その

他の項目には、抗アレルギー活性、抗炎症活性の回答が

あった。本研究では、生活習慣病予防系の酵素阻害活性

試験の中から、高尿酸値予防（痛風予防）に関連するキ

サンチンオキシダーゼ阻害活性を選択した。 
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図４ 加工・製造関連のキーワードに関するアンケート調査結果 
 

加工・製造関連の【ワード】についてのアンケート結

果を図４に示す。回答数が最も多かったワードは、「衛

生管理」であり、次に「 ISO／HACCP」「工程（リス

ク）管理」「成分分析（NIR 等）」が同列で、「発酵」と

続いた。この事から、県内健康食品製造業界でも、安

全・安心を第一にしていることが推察されると同時に、

成分分析等の品質管理の向上、並びに発酵等の付加価値

向上にも技術課題があると推察された。 

 

3‒2 キサンチンオキシダーゼ阻害活性 

 キサンチンオキシダーゼ阻害活性は、高尿酸値予防

（痛風予防）と関連しており、生活習慣病予防系の酵素

阻害活性試験として評価されている。本活性の原理を図

５に示す。 

食品中に存在する核酸塩基であるプリン体は、体内の

酵素によりヒポキサンチンからキサンチン、更に代謝さ

れて尿酸となり排泄される。ところが、レバーやタラコ

等の過剰摂取によってプリン体が多く取り込まれると高

尿酸血症となり、やがて足の関節などに尿酸の結晶が沈

着して、関節に激しい炎症が急激に発症する痛風となる。 

そこで、キサンチンから尿酸に代謝する酵素であるキ

サンチンオキシダーゼを阻害することで、尿酸への代謝

を緩やかに抑える原理である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ キサンチンオキシダーゼ阻害活性の原理 

 長命草とウンチェーの 50％および 100％EtOH 抽出液

中の固形分量（mg/mL）およびキサンチンオキシダーゼ

阻害 活 性 （ IC50 ： 50 ％ 阻 害す る の に必 要 な 濃度

（mg/mL）を表１に示す。その結果、抽出液 1mL 当た

りの活性は、50％EtOH 抽出物と比較して、100％EtOH

抽出物の方が長命草では約３倍、エンサイでは２倍高か

った。しかしながら、固形分量は 100％EtOH 抽出物と

比較して、50％EtOH 抽出物の方が長命草では約７倍、

エンサイでは 4.7 倍多かった。この事から、活性成分の

中には脂溶性成分が含まれていると推察された。 

 

 

表１ 長命草とエンサイ抽出液中の固形分量 

とキサンチンオキシダーゼ阻害活性（IC50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長命草にはクロロゲン酸 14)が、エンサイにはイソク

ロロゲン酸が含まれていることが報告されている 15)。

そこで、クロロゲン酸とイソクロロゲン酸、それらの前

駆体であるカフェ酸およびキナ酸のキサンチンオキシ

ダーゼ阻害活性を調べた。その結果、表２に示すように

エンサイに含有しているイソクロロゲン酸類（a､b､c）

とその構成成分の一つであるカフェ酸が活性を示した。

一方、キナ酸とクロロゲン酸には活性は認められなかっ

た。データには示さないが、エンサイ中にはクロロゲン

酸とカフェ酸が含有していることを確認している。この

事から、長命草はクロロゲン酸以外の成分、エンサイは
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イソクロロゲン酸類、カフェ酸が活性成分の一つである

と示唆された。本活性のポジティブコントロールである

Aroprinol の IC50 値は 0.32 μg/mL であり、桁違いの強い

活性を示したことから、これと同等の活性を得るために

は、安全性も確保しながら、エキス粉末等の濃縮が必要

となる。 

 

 

表２ 長命草及びエンサイ中に含有する各成 

分のキサンチンオキシダーゼ阻害活性（IC50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめと今後の課題 

 本研究より、以下のことが分かった。 

①アンケート調査結果および県内企業からのヒアリング

等も考慮して、県内企業が興味を示す素材として、シー

クヮーサー、ノニの他に、秋ウコン・春ウコン・紫ウコ

ン、パパイヤ、モリンガ、モロヘイヤ、ヨモギ、クミス

クチン、月桃、ゴーヤー、長命草、グァバ、エンサイ、

シマグワ、トゲドコロの 17 種類を選択した。 

 

② 県内企業が要望する機能性評価は、アンケート調査

結果から、第一に「生活習慣病予防系の酵素阻害活性試

験」、次に「メタボロミクスの成分分析」、「線虫を用い

た抗老化試験」、更には「核内受容体レポーターアッセ

イ全般」であることが分かった。 

 

③加工・製造に関係するアンケート調査結果から、「衛

生管理」「ISO／HACCP」「工程（リスク）管理」などの

製造管理や「成分分析」などの品質管理の向上を求めて

いることが分かった。 

 

④長命草とエンサイの 50％および 100％EtOH 抽出液に

は、生活習慣病予防系の酵素阻害活性試験の一つである、

高尿酸値予防（痛風予防）に関連するキサンチンオキシ

ダーゼ阻害活性を有すること、長命草はクロロゲン酸以

外の成分、エンサイはイソクロロゲン酸類、カフェ酸が

活性成分の一つであるあると示唆された。今後は、活性

を高めるため、安全性も確保しながら、エキス粉末等の

濃縮が必要となる。 
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Study to evaluate the activity of health food materials and their 

components 
 

Yasuhiro KAMADA 
 

Okinawa Industrial Technology Center 

 
 

Upon the request of the prefectural health food industry, this study evaluated the activity of materials that received interest 

from companies within the prefecture.  Based on a questionnaire survey of companies within the prefecture, 17 materials 

requested to be evaluated were selected, including “Shequasar” and “Turmeric.”  As “a study on enzyme inhibitory activities 

for the prevention of lifestyle-related diseases” was the most frequently requested functional evaluation item, xanthine oxidase 

inhibitory activity, which was relevant to the prevention of elevated uric acid (prevention of gout), was selected from these 

activities.  In addition, a survey of words related to processing and manufacturing highlighted the need to improve 

manufacturing control such as “hygiene control”, “ISO/HACCP”, and “process (risk) control”, and quality control such as 

“ingredient analysis.”  Among the selected materials, measurement of xanthine oxidase inhibitory activity in the 50% and 100% 

EtOH extracts of Peucedanum japonicum and Ipomoea aquatica showed that both materials had activity and suggested that 

components other than chlorogenic acid were contained as active components in Peucedanum japonicum, and isochlorogenic 

acids and caffeic acid were in Ipomoea aquatica. 
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